
2024 年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 2024年 12月 27日（金）17時 00分～17時 30分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画

調整局政策課長、地域協働局副局長、行財政局長、行財政局副局長、

文化スポーツ局長、文化スポーツ局局長（スポーツ担当）、文化スポ

ーツ局スポーツ企画課課長（スポーツ振興担当）、教育委員会事務局

長兼教育次長、教育委員会事務局教育次長、教育委員会事務局学校

教育部長、教育委員会事務局学校教育部部長（児童生徒担当）、教育

委員会事務局学校教育部特別支援教育課長 

議 題 
教育委員会関連事項（中学校部活動の地域移行、特別支援学校にお

ける児童生徒の増加対策、不登校支援の充実） 

提案概要 

〇予算編成に向け、 

＜中学校部活動の地域移行＞ 

＜特別支援学校における児童生徒の増加対策＞ 

＜不登校支援の充実＞ 

の３項目について、議論を行った。 

 

＜中学校部活動の地域移行＞ 

2026 年９月の KOBE◆KATSU（コベカツ）開始に向けて、活動団

体の登録・管理業務、中学校施設等の環境整備、移行後の大会

運営組織の構築に向けた調査等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特別支援学校における児童生徒の増加対策＞ 

   市立特別支援学校の児童生徒数は年々増加しており、知的障害

のある児童生徒数は 2014年に比較して約 1.6倍となっている。

特に、小学部・中学部の増加傾向が顕著であり、今後、以下の

対策を講ずる。 



  ・保護者の適切な就学先選択に向けた支援や、地域校における

特別支援教育の充実を図る。 

 ・いぶき明生支援学校の分校を設置し、児童生徒の受け入れ体

制を確保する。 

 

＜不登校支援の充実＞ 

   全国的に、小中学校の不登校児童生徒数は増加しており、神戸

市においても同様の傾向である。児童生徒の多様な学びの場の

確保や支援の充実に向け、以下の取り組みを行う。 

・他の不登校支援につながっていない児童生徒を対象に、まず

は生活リズムを安定させるとともに、負担感なく学習リズム

を定着させ、個別学力に応じたサポート体制を構築するため、

オンラインでの学習支援を行う。 

  ・フリースクールに通う不登校児童生徒も増加の傾向が見られ

るため、フリースクールに通う児童生徒・保護者を支援する。 

会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体の方向性については了。 

 

〇今後の検討にあたっては以下の点に留意すること。 

 ＜中学校部活動の地域移行＞ 

 ・児童生徒が安心してコベカツに参加できるように活動団体の確

保に努めること。 

 

 ＜特別支援学校における児童生徒の増加対策＞ 

 ・本来は設置義務のある県において対応すべきであることから、

県との役割分担について、引き続き協議を行うこと。 

  

＜不登校支援の充実＞ 

 ・フリースクールに通う児童生徒への支援については、引き続き

実態把握に努め、効果的な支援施策を検討すること。 

 


